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5 月 22 日（火）18:00～20:30 

▪「マイクロプラスチックの研究を始めてみませんか？」 

▪「環境化学の今後を語ろう」サブテーマ 1：環境化学の次のグランドチャレンジは？ 

▪「事故・災害時における緊急環境調査に向けて」 

▪ Introduction to Environmental Monitoring and Assessment in the US Kadena Air Base, 

Okinawa  

 

5 月 23 日（水）18:00～20:30 

▪「環境化学の今後を語ろう」サブテーマ 2：○○年後の環境化学を未来視する 

▪「国際的な環境情報の共有」 

▪「水質検査の将来のあり方について考える（その 2）」 

▪「論文執筆の基本とノウハウ、編集部からの助言」 
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◆「マイクロプラスチックの研究を始めてみませんか？」 

オーガナイザー：亀田豊（千葉工業大）Lin Justin (逢甲大学)、日本分光株式会社 

日時：5 月 22 日（火）18:00～20:30 会場は当日お知らせ致します。  

概要：海外でも研究が盛んになっている環境中のマイクロプラスチック（MP）の研究は、国内では

まだ知見も多くなく、分析方法の開発、発生源や環境中挙動に関する十分な情報の蓄積が必

要となっています。本自由集会では台湾の逢甲大学研究者による台湾における MP 研究情報、

国内の研究者の測定状況、日本分光株式会社からの MP 測定に必要な分析機器や治具等につ

いて紹介をしていただいた後、基礎的なことをざっくばらんに話し合って、今後の研究ネッ

トワークの形成につなげていければと考えています。お気軽にご参加ください。 
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◆「環境化学の今後を語ろう」サブテーマ 1：環境化学の次のグランドチャレンジは？ 

日時：5 月 22 日（火）18:00～20:30 会場は当日お知らせ致します。 

◆「環境化学の今後を語ろう」サブテーマ 2：○○年後の環境化学を未来視する 

日時：5 月 23 日（水）18:00～20:30 会場は当日お知らせ致します。 

オーガナイザー：磯部友彦（国環研）、頭士泰之（産総研）、小栗朋子（国環研）、水川葉月（北海道

大学）、半藤逸樹（新潟大学）、水川薫子（農工大）、宝来佐和子（鳥取大）、遠藤智

司（大阪市大）、宇田川理（国環研）、家田曜世（国環研） 

概要：気候変動やエネルギーが環境問題のセンターポジションを奪ってどれくらいになるでしょう

か。世間の関心は移ろい易く、ダイオキシン・環境ホルモンで賑っていた学生時代を遠い目

学生の皆さん是非ご参加ください。 

タイトルが変更されました。 



で見ながら、はて、環境汚染って解決したの？でも POPs 条約登録物質は次々増えているし、

EU だって中国だって規制強化の方向。○○-TOF 分析をやるといろいろいっぱい出てくるし。

え、研究はしたいけど研究費がない？いや、学生がいない？そもそも自分の職が危うい？で

も大丈夫。明日があるさ。学生さんから大御所の先生方まで、世代間の認識や方向性、立場

の違いを超えて、環境化学を greatにするために、みんなで語り合いましょう。 
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◆「事故・災害時における緊急環境調査に向けて」 

オーガナイザー：日本環境化学会 災害時調査手法部会（代表：国立環境研究所 中島大介） 

日時：5 月 22 日（火）18:00～20:30 会場は当日お知らせ致します。  

概要：大地震、洪水などの災害発生によって生じる有害物質の揺曳、それに伴う環境汚染の監視に

関し、防災基本計画や国土強靭化計画にその必要性が明記されている。また静岡市、豊橋市、

豊田市、愛知県及び神奈川県などでは民間計測機関と災害時における化学物質調査に関する

協定が締結され、今後その取り組みは拡がるものと思われる。このような状況を踏まえ、過

去２年間にわたり環境化学討論会の自由集会において、現状の情報共有と課題の抽出に関す

る意見交換を行ってきた。今回はこれまでの議論から一歩進め、国・自治体・大学・民間計

測機関他、それぞれの立場から、それぞれが果たすべき役割、できること・できないこと、

整備すべきことなどを具体的に挙げて、あるべき姿を描出する場としたい。発災時に必要な

調査・解析技術の開発とその情報共有、発災時における学問的助言やサポートを目的とする

活動グループの設立に繋がることを期待している。 
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◆ Introduction to Environmental Monitoring and Assessment in the US Kadena Air Base, 

Okinawa  

Organizers: Haruhiko Nakata (Kumamoto University, Japan) and Toshihiko Miyagi (Former 

Director of Okinawa Prefectural Institute of Health and Environment) 

Date: 22nd May 18:00～20:30 

Most Japanese including scientists do not know about the environmental monitoring and 

assessment activities in the US base in Japan. In this time, an environmental scientist 

and laboratory staff in the US Kadena Air Base will participate in the meeting and 

introduce about the environmental monitoring & assessment procedures and 

environmental law in the base. In addition, environmental analysis of organic and 

inorganic compounds and its QA/QC in the base will be introduced. We will exchange 

information and opinions about methods and procedures of environmental analysis, such 

as sample collection, clean-up, and instrumental analysis, to develop analytical 

techniques. This will be a good opportunity to understand the environmental protection 

activities in the US base in Japan. While only English is available in this meeting, we 

are welcome to your interests and participation ! 
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◆「国際的な環境情報の共有」 

オーガナイザー：中野武(大阪大学環境安全研究管理センター)、梶原夏子(国立環境研究所)、高下

栄子(国連大学) 

日時：5 月 23 日（水）18:00～20:30 会場は当日お知らせ致します。 

概要：海外の研究者から、世界各地の環境の状況を報告していただきます。学生、若手研究者、留

学生の皆さん、英語で自分の研究を紹介してみませんか？いきなり、国際会議では、ハード

ルが高いと思われるあなたも、参加してみませんか？発表時間は 3 分以内、パワーポイン

ト、スライド 3 枚で皆さんの研究のエッセンスを紹介してください。5 月 21日までに、中

野宛（ntakeshi@jrl.eng.osaka-u.ac.jp）に、スライド 3 枚を送付ください。この自由集会

を手伝ってみようという方も歓迎です。その旨お知らせください。 
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◆「水質検査の将来のあり方について考える（その 2）」 

オーガナイザー：小林憲弘（国立医薬品食品衛生研究所）、高木総吉（大阪健康安全基盤研究所）、

宮脇崇（福岡県保健環境研究所） 

日時：5 月 23 日（水）18:00～20:30 会場は当日お知らせ致します。  

概要：昨年に引き続いて、水質検査の現状の課題と将来のあり方について考え、水質検査に関係す

る全ての方々（行政機関，検査機関，研究機関，民間企業等）が、水道水の安全性を確保する

ために何ができるか，何をすべきかについて議論したいと思います。特に今回は、基準項目

以外の未規制物質の存在実態を把握するために、オーガナイザーらが開発している水質スク

リーニング分析法の検討状況についてご紹介するとともに、将来的な水質検査への適用につ

いても議論したいと思います。 
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◆「「論文執筆の基本とノウハウ、編集部からの助言」 

  Tips for preparing your manuscript: Basics, Know-Hows and advices from the Office 

日時：5 月 23 日（水）18:00～19:00 会場は当日お知らせ致します。 

講演者：英国王立化学会（RSC）日本マネージャー 浦上裕光 

概要：出版社の役割とはどのようなものなのでしょうか？ 論文は投稿されてからどのようなプロ

セスを経て出版されるのでしょうか？この講演では出版業界の背景、出版社・編集部の役割、

査読プロセス、出版統計、ビブリオメトリクス（指標）の基礎から論文原稿作成時に考慮す

べき点まで幅広く紹介させていただきます。本講演を通し学生、研究者の方々が少しでも出

版業界、またその現状に関しご理解を深めて頂ければ嬉しく思います。 
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